
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

グループごとに、コマ図をたよりに各所のポイントをめぐり、自然にふれながら協力

することの大切さを学ぶことができます。コースには地主神社・明王院・かや葺の家な

ど葛川の名所旧跡がみられます。四季折々の色（春の新緑、夏の青空、秋の紅葉、冬の

白銀）が目に飛び込んでくるコースです。 

活動場所 自然の家周辺 
自然の家に 

あるもの 

無線機、コマ図、探検バッグ（最大５０個）、

ヤマビル用スプレー 

所要時間 ２時間～３時間 
利用者で 

用意するもの 

解答用紙、筆記用具、課題（団体自作）な

ど、探検バッグ（５０個以上必要な場合） 

人 数 制限なし 活動時の服装 帽子 

かやぶきの家 

明王院 

杉並木道 

地主神社 



 

町居ウォークラリー 

 

地図を見ながら葛川を歩こう！ 

葛川のすばらしいところが色々なところにあるよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とくに大切なこと 

① 道をわたるときは車やバイクに注意してわたりましょう。 

② すべる道や階段もあります。気をつけて歩きましょう。 

③ 地域
ち い き

の人に出会ったら、元気よくあいさつをしましょう。 

④ 班の人と協 力
きょうりょく

して、楽しく活動しましょう。 

⑤ ハチやヘビ、ヒルに注意しましょう。 

児童用ページ 



１.学習内容 

めざすもの（評価） 関連教科 学び（単元） 

・友達と互いに理解し信頼し、助け合うこ

とができる。 
道徳 「友情、信頼」 

・地図記号をもとにウォークラリーをする

ことで地図を活用する力を育てる。 

・明王院、町居の街並み、かやぶきの家な

どの葛川にある建造物や人々と接すること

で葛川の暮らしや文化伝統を知ることがで

きる。 

社会 

３年「わたしたちのまち   

みんなのまち」 

 

４年「特色のある地いきと 

   人びとのくらし」 

 

 

２.ポイント 

ア）活動前 

・ 指導者は６名必要。人数の関係で全ての場所への配置が難しい場合は申し出ること。 

・ 地図は当日配布するが、解答用紙は事前にしおりに入れておくと活動が円滑に進む。 

・ 探検バッグは最大５０個貸し出しできる。それ以上必要な場合は持参する。 

 

イ）活動中 

・ 活動の際は帽子をかぶるよう指導する。 

・ 活動範囲を守って活動させる。 

・ 国道の横断は、特に気を付けるよう指導する。 

・ 配置につく指導者は自然の家にある無線とヤマビル用スプレーを所持する。使用方

法については当日所員が説明する。 

・ 雨の日は滑りやすくなる場所が多くなる。注意して歩くよう指導すること。 

 

ウ）活動後 

・ 探検バッグと地図を回収する。 

 

 

 

３.安全対策について 

 

 

 

 



  

＜記号＞ 

…バス停     …電灯     ･･･看板    ＣＰ…チェックポイント 

 

町居ウォークラリー こま図 



 

  



 

 


